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・逆流性食道炎を予防する10のポイントと症状チェック：クラシエの漢方 

胸のあたりが熱い、ひりひりする　　
すっぱい液体があがってくる感じがする(呑酸)
食べ物を飲み込みにくい、つかえる　
食後にお腹が張る、胃がむかむかする
喉のイガイガや咳、声がれ

・胸やけのお話：武田薬品工業

  

逆流性食道炎
　逆流性食道炎とは、胃の内容物や胃酸などが食道に逆
流することで、逆流した胃酸が食道の粘膜を傷つけるこ
とにより粘膜のただれや炎症を引き起こす病気です。

通常、食道の粘膜は長時間胃
酸にさらされることがないた
め、胃の粘膜に比べてとても弱
く敏感にできています。短時
間胃酸に触れる程度なら問題
ありませんが、胃の入り口(噴
門部)を締めて逆流を防止する
筋肉(下部食道括約筋)のゆる
みや内容物を胃の方へ送る力

(蠕動運動)の低下などにより胃酸が食道に留まる時間が
長くなるとただれや炎症を引き起こしてしまいます。

　この他にも胸やけなどの症状の
改善を目的とし、漢方薬の六君子湯(りっくんしとう)な
どを一緒に服用する場合があります。
また、胃酸が逆流しやすい状況を作らないように生活習
慣を改善することも重要です。日常生活では以下のよう
な点に注意して過ごしましょう。

【症状】

逆流性食道炎では大きく分けて薬による治療と手術
による治療があります。基本は薬による治療を行い、薬
が効かない場合などに手術を行うことがあります。薬
による治療では主に以下の4種類の薬があります。

【治療】

※1　P-CAB：カリウムイオン競合型アシッドブロッカー
※2　PPI：プロトンポンプ阻害薬

主な薬剤名種類 働き

消化管運動機能改善薬 蠕動運動と消化機能を改善して
胃内容物の消化を助ける

タケキャブ® (ボノプラザン)

H2ブロッカー

胃
酸
分
泌
抑
制
薬

炭酸水素ナトリウム
マグミット® (酸化マグネシウム)等

PPI

P-CAB

タケプロン® (ランソプラゾール)
パリエット® (ラベプラゾール) 等
ガスター® (ファモチジン)
アシノン® (ニザチジン) 等
ガスモチン® (モサプリド)
ナウゼリン® (ドンペリドン) 等
アルロイドG® 
(アルギン酸ナトリウム) 等

傷ついた食道粘膜に働き、
胃酸による攻撃を防ぐ

胃酸を中和する

粘膜保護薬

※1

制酸薬

※2

日常生活で気をつけるべきポイント

　早食いは食べ物と一緒に空気
も多く取り込んでしまうため、そ
の空気がゲップとして外に出る
際に胃酸も一緒に逆流します。

　食後すぐ寝てしまうと胃酸が重力で食道から胃にいか
ないため、胃酸が逆流したときに長時間食道内に留まる恐
れがあります。また、枕や布団などで上半身を少し起き上
がらせた姿勢で寝ることで胃酸の食道への逆流を防ぐこ
とができます。

就寝前2～3時間以内の食事は避ける
食後すぐ横にならない

　アルコール、コーヒー、炭酸飲料、チョコレート、煙草、香
辛料や脂肪分の多い食べ物などは控えるようにしましょ
う。

逆流を起こしやすい食品や嗜好品を控える

　食べ過ぎ、前かがみの姿勢やベルトなどの腹部の締め
付け、肥満などは腹部を圧迫し、胃の中の圧力を上昇さ
せ、胃酸などを押し上げる原因となります。

腹圧がかからないよう気をつける

【参 考】  

早食いを避けて消化のよい食事を心がける

胃酸をだす受容体などに働き、
胃酸の分泌を抑える

消化をスムーズに行うためにも
ゆっくりよく噛んで食べましょう。

逆流性食道炎の症状としては以下のようなものがあります。
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